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＜連絡事項＞
・11/13（月）～15（水）の3日間　9：30～10：15より病院4階ユーティリティーホールにてインフルエンザ予防接種を実施致します。10：15以降は入院患者様の予防接種の為、4階ユーティリティーホールでの接種は完全に終了しますので、10：10までに、事前に配布してある予診票を持参し受けるようにして下さい。
　また、北病棟の患者様は15日（水）の予定となっています。患者様の誘導、問診は病棟スタッフで行う事となりますので、接種場所のセッティング（三上Ｄｒの机・物品を置く机）をお願いします。

・疾病教室について本日より、新しいグループでの疾病教室が行われています。

　＜ステップアップコース＞　

11/16（木）午後　Ｂグループ　　坂本　秀男様　柳抗田　かつ子様

北病棟は毎週木・金曜日の午後にサブリーダー担当となっているので、ついたスタッフは事前に患者様の情報収集を行い、誘導、参加状況の記載等をお願いします。資料や記録用紙は西Ｂスタッフオフィスに準備してあります。
＜患者様連絡事項＞

・転入患者様に伴い､本人承諾の上、居室変更を行っています。

島浦　美千男様　406号室→402号室

山火　るい子様　402号室→406号室

船場　幸子様　　402号室→406号室

・井上　和美様～11/14（火）9：30～17：00家族交流目的の為、御家族付き添いにて　　　　　　　　外出予定となり主治医より許可頂いています。帰院時、外出時の様子や疲労感の有無等、本人・御家族より観察・確認していきましょう。

・稲垣　恵利子様～12/2（土）15：30～3（日）10：00　自宅へ外泊予定となっており、主治医より許可頂いています。帰院時、外泊時の様子や疲労感の有無、精神状態等、本人・御家族より観察・確認していきましょう。

・五日市　規様～本日、右足第１・２趾間の白癬悪化の為、皮膚科診察を行っていま

す。改善傾向に向かっていますが、継続処置との指示が出ています。次回は11/16（木）の診察にて診て頂く予定です。引き続き部位の観察・確認を行っていきましょう。

＜週間予定＞

・１３日（月）　定期採血（～17日）

・１５日（水）　定期寝具交換（毛布カバー）

北病棟　インフルエンザワクチン接種

・１６日（木）　皮膚科診察
＜ＯＴ一週間の報告、検討＞

・船場　幸子様～今日は何をすれば良いのかを自分から聞き、説明にも理解され、積極的に取り組まれています。しかし、思っている事が上手く表現出来ず、自分が苦しい時等も我慢して行っている様子伺えています。また、スタッフ側から評価すると、自信が無い発言聞かれ、出来ない事に対して謝る発言聞かれています。今後、本人が自信の無い様子見られる際はどうして自信が無いのか、不安な事は何かを傾聴していきます。また、スタッフ側から疲労感の有無や負担ではないかの確認を行い、本人の体調に合わせて作業を提供し、変化に対する対処能力や自信付けが出来る様に関わっていきます。

・稲垣　恵利子様～現在、塗り絵を行っていますが、隅で他患者様との交流持たず、会話調の独語聞かれ集中出来ずにいます。本人に作業を依頼すると丁寧に行う事が出来ているので、今後は小グループの作業を提供し、役割設定をしながら対人交流技能が図れる様にしていきます。また、現実に目を向けられる様に関わっていきます。

・加賀谷　芙美子様～拒否見られる事なく、継続して参加されています。本人から何をやりたいとの希望は無く、スタッフ側から課題を提供して行っています。現在はクリスマスの飾りを作る作業を行っており、説明にも理解され、他患者様と協力し集中して行う事出来ています。本人様より「疲れた。」と話されるが休む事なく取り組まれている為、その都度疲労感について聞き、休憩もして頂く様声掛けしています。自ら何をすればいいのかを聞いてくる事は無く、自発的な取り組みに欠ける様子伺えます。与えられた作業は最後まで行う事は出来ているので、意欲・活動性・作業への推敲能力の向上を図っていきます。

＜転入患者様情報＞
加賀谷　芙美子様（６０）　　任意入院　　生年月日：昭和２１年１月１４日

病名：統合失調症　　合併症：糖尿病　　主治医：田名部Ｄｒ　　担当：沢田・村越　

入院日：平成１８年７月１４日入院（当院１回目）

精神科看護度：Ⅲ―Ｂ　　リハビリテーショングループ：Ｂグループ

臨時処方薬：「足がつる。」との訴えあり。抗ヒスタミン剤　ヒベルナ（25）１Ｔ　　　

７回分処方（06.11.6）　本人様希望時、内服して頂く。

皮膚科診察：①急性湿疹　躯幹　デルモゾールＧ軟膏　１回/日

②白癬　両足・爪　ケルガークリーム　１回/日（入浴後ラップ保護）

内服　ケルガー　１Ｔ　１×朝（06.09.20～）
食事：糖尿食　１６単位　　

ヒュ－マカートＲ自己注射　毎食30分前（10・6・10単位）

※スタッフ立会いで行う。

予測指示：期間　11/8（水）～11/21（火）14日間

低血糖時（BS　60以下の場合）　①ブドウ糖　10ｇ　服用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②10％ブドウ糖　20ｍｌ　ｉ．ｖ

金銭管理：通帳より3000円本人へ渡している。来週、御家族面会予定。

血圧測定：水銀血圧計にて３検　　血糖測定：月１回　定期採血にて行う。

本日、療養環境変更の為、西病棟Ｂユニットより転入されています。日課・プログラ

ムは拒否見られず声掛にて参加する事出来ています。臥床して過ごす事多く見られる

為、運動等促しています。現在、低血糖症状等は見られず、食事も全量摂取出来てい

ます。御家族（妹様）は将来的にはむつ市の方に引き取りたいとの事で、下平ＰＳＷ

より生活訓練施設について情報提供しています。今後は、身体管理やＤＭコントロー

ルが上手く図れる様にし、病棟生活に慣れて頂く様、援助していきます。また、精神

症状や日中の過ごし方、夜間の睡眠状態の観察･確認を行い、現在の生活レベルを維持

出来る様に本人の訴えを傾聴しながら関わっていきます。


































